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将来にわたって元気な地域をつくり、安全・安心
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① 施策に位置付く事務事業の
    進捗状況

② 施策に位置付く事務事業の
    成果指標の推移(R3→R4)
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目
標
指
標

高齢者福祉課

11　老人クラブ会員数（重4、基
26）

【達成状況：D】
・既存老人クラブへの加入者は増えているが、クラブ自体の解散による会員数の減少により全体数として減少傾向に
ある。

社会福祉課

12　自主防災組織の活動カ
バー率
（重4、基27）

実施困難

R5実績 R6実績
目標値
（～R6）

5
65歳以上の新規要介護認定者の
平均年齢

男81.4歳
女83.7歳

日

企画政策課

104 主管課

0.0

高齢者福祉課 建設課

16.7 ％

年度事後評価 8 月 31重点施策マネジメントシート 令和 4 令和

R2実績

％

％

伸び悩み 低下

％

【達成状況：S】
・高齢化の進展、相談内容の複雑化等に伴い、困難案件が多く寄せられ、地域の多職種による連携・相談が増えてい
る。令和4年度に行った、基幹型地域包括支援センター、委託型の中央、東部、北部地域包括支援センターでの多職
種連携による相談延べ件数は7,008件となっており、令和３年度実績よりやや減少しているものの、目標値を大幅に
超えて達成している。これは各地域包括支援センターが軌道に乗ったため相談しやすい環境が整ったことと、相談窓
口として関係者へ周知されたことが考えられる。

0.0％

58.3 ％

好調維持

％

向上

(H30)

・横根三川線は、道路用地を取得した箇所の工事を進め、避
難機能を強化するとともに、未取得用地の交渉を継続し、早
期の供用開始を目指していく。椎名内西足洗線は、千葉県
及び関係機関との協議を継続し、早期な供用開始を目指し
ていく。また、円滑な避難体制の強化・充実を図るために、地
域防災計画との整合を図り道路事業に努める。

12
自主防災組織の活動カバー率
（重4、基27）

61.2％
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1,597人 1,490人 1,900人
(H30)
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重要業績評価指標(ＫＰＩ) 基準値 R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績
目標値
（～R6）

10 多職種連携相談件数（重4、基25）
延べ2,764件

延べ5,992件 延べ7,427件 延べ7,008件 延べ3,000件

11 老人クラブ会員数（重4、基26）
1,744人

④
Ｋ
Ｐ
Ｉ

ＫＰＩ・関係課名 KPIの実績値と状況の理由等

【達成状況：B】
・自主防災組織補助金等に関する問合せもあり、自主防災組織の必要性については認識されているが、実際に自主
防災組織の立ち上げまでには至っていない状況。

総務課

⑤
施
策
全
体

関係課名 施策の推進に向けた問題等 令和5年度以降の方針

高齢者福祉課

・多職種連携に関しては、すでに目標値を達成しているが、
今後もマンパワーの確保、専門職のスキルアップ、他部署・
関係機関とのネットワーク・顔の見える関係づくりが重要とな
る。

・引き続き医療・介護関係者の連携会議や、スキルアップの
ための合同研修会等を開催し、地域の多職種連携ネットワー
ク構築を推進する。

社会福祉課

・シルバー人材センターについては、会員数の伸び悩みや会
員の高齢化、コロナ禍の影響による受託事業の受注件数の
減といった課題がある。
・既存老人クラブの加入者は増えているが、クラブ自体の解
散により全体会員数が減少となっている。

・シルバー人材センターでは、「経営改善計画」（計画期間：令
和5年度から令和7年度までの3年間）を策定し、会員の増
強や就業開拓の強化、安全・適正就業の推進などに取り組
むこととしている。
・クラブ会員の高齢化や役職等のなりて不足により解散とな
るケースが多いため、若手会員の勧誘活動を実施していく。

総務課

・高齢化や人口流出で、地区の中心的存在やリーダー役を
担う人材への負担も多くなってきている。そういった点から
も組織結成まで結びついていない。

・防災資料館等で防災教育を実施するほか、区長会や出前
講座で自助・共助の重要性を訴え、市民の防災意識の向上
を図り、地域防災力の向上を目指す。

企画政策課

・コミュニティバスの利用者は令和3年度に比べ増加となった
が、新型コロナウイルス流行前の利用者数と比べると減少と
なっている。デマンド交通は順調に利用者数が増加してい
る。

・地域公共交通計画等に基づき利用しやすく将来にわたり持
続可能な事業を目指す。

建設課

・横根三川線は、道路整備をするうえで、必要な用地確保が
難航している箇所がある。椎名内西足洗線は、終点側(西足
洗地区)において、銚子連絡道と交差するため、道路線形を
再度検討する必要がある。

10　多職種連携相談件数（重
4、基25）

③
目
標
指
標

指標・関係課名 目標指標の実績値と状況の理由等

5　65歳以上の新規要介護認
定者の平均年齢

【達成状況：B】
・介護を必要としない自立した期間の指標として、６５歳以上の新規要介護認定者の平均年齢については、平成２９年
の基準値から、男性は82.9歳（1.5歳の上昇）、女性は83.4歳（0.3歳の下降）となっており、平均年齢で比較すると、
やや上昇している。保健事業や介護予防の取り組みによる効果の可能性も考えられる。

高齢者福祉課

S 目標値を達成（見込み）

A 基準値より上昇（10%以上）

B 基準値より上昇（10%未満）

C 基準値と同水準（基準値と同値～△10％未満）

D 基準値より下落（△10％以上）

― 評価不能（KPIの実績値が無い状態）



5

75290
地域リハビリテーション活動
支援事業

事業費
千円

0 3 5 294

成
果
指
標

ア
リハビリ専門職の指導を受けて運動
に取り組む割合

％ - 100.0

イ

概ね順調
一般財源 14 12 8 8 15

千円
65

概ね順調

成果指標
の推移
(R3→
R4)

ア

ア
高齢者に占める認知症サポーターの
割合（認知症サポーター総数/65歳
以上人口）

％ 14.7 15.4 16.8 18.0 成果指標
の推移
(R3→
R4)

ア 好調維持

イ 未入力

事務事業の
進捗(R4)

4

75320
認知症サポーター等養成事
業

事業費 56 39 33

認知症施策の推進事業

認知症支援に係る医療・介護連携数
（市が介入した認知症オレンジ連携
シートによる連携件数）

認知症関連の会議開催・出席回数

165

37

6

8

3

74650 地域ケア会議推進事業

876

11 10 37

個別地域ケア会議実施対象者が処遇
改善されたと思われる割合

％ 100.0 100.0 100.0 100.0

一般財源 0 1 1 0 163

100.0 100.0

事業費
千円

20 8 51 43 163

一般財源 20

概ね順調

イ

件

件

ア

イ

2

単位

好調維持

イ

一般財源

事業費地域包括支援センター運営
事業

2,611

2,157

495

114

10

3,890

ア

13500

R4決算・

ア

指標実績 指標実績

6,395

40

27

回

地域包括支援センターによる総合相
談件数

地域包括支援ネットワーク構築のため
の連携会議の開催回数

R1決算・

指標実績

6,069

723

3,725

53

事業コード・事業名称
R2決算・

千円

事業費

未入力

イ

5

54

12

7

成
果
指
標

成
果
指
標

1

ア

千円

7

成
果
指
標

74600

イ

事務事業の
進捗(R4)

成果指標
の推移
(R3→
R4)

事務事業の
進捗(R4)

概ね順調

未入力

事務事業の
進捗(R4)

順調

成果指標
の推移
(R3→
R4)

ア 好調維持

イ

21

5

3

9

好調維持

イ 向上

成果指標
の推移
(R3→
R4)

好調維持

好調維持

100.0

100.0

67

19.0

706

237

5,000

75

一般財源 7

5

R5予算・R3決算・

指標実績

1,467

①「多職種連携相談件数」は、相談者の件数そのものではなく、その人の支援に関わる多職種・多機関（介護事業所・医療機関・警察・消防・見守りネットワー
ク等）からの連携・相談対応件数の実績となりますので、地域の見守りや関係機関の連携が密接になるほど、多職種連携相談件数は増えていくこととなりま
す。現在、全国的に高齢化率が上昇しております。引き続き、高齢者が安心して暮らせる地域づくりと、多職種連携による重層的な支援を行っていきます。
②千葉県老人クラブ連合会において、60歳から75歳未満を次世代リーダーとし若手委員会を設置し活性化に取り組み加入促進につなげている中で、本市
でも、現在行っている各種イベントを回覧板等で周知し、75歳未満の加入による活性化を促していきます。
③消防団員の減少を最小限にするため、正規団員の他、災害出動など特定の活動のみ参加する機能別団員の拡充を図っています。また、団員の入団の促
進と福利厚生の充実を目的に消防団サポート店制度を実施し協力店の拡充を図っています。今後は、女性消防団員の加入も促進していく予定です。消防
団行事や各種イベントにおいてチラシ配布やポスター掲示を行うなど、積極的にPRを行っていきます。
④毎年度、市内の公共交通網をまとめた公共交通マップを各世帯、公共施設で配布しています。コミュニティバスについては、朝夕の通勤・通学時間を主に
考えており、駅や病院に通う人を中心に路線を組んでいます。運転手の不足やバスの台数の制限により増便は難しい面もあります。事前登録と予約が必要
ですが、1回500円で利用できる乗り合い型タクシーのデマンド交通を、バスの補完として利用していただきたいと思います。
⑤コミュニティバスについては、朝夕の通勤・通学を主に考えています。また、デマンド交通は、共通乗降場所を除き地区エリア内の移動に限られています
が、どこでも行けてしまうと1乗車500円なので、民間タクシー会社のことも考慮する必要があります。例えば病院であればエリア跨ぎを可能にするなど、エリ
アを跨ぐことによる運行距離や乗合率を考慮しながら検討していきます。
⑥コミュニティバスは、所有する5台中3台が、車内の段差を小さくしお年寄りなどに配慮したノンステップバスを使用しています。残りの2台のバスについて
も今後ノンステップバスに更新していく予定です。なお、車椅子の場合は運転手に伝えてもらえれば、介助して乗り降りすることができます。
⑦区などの自治組織への加入世帯数は、全国的にも減少傾向にあるようです。市の対応としては、市民生活課で転入者向けに配布している区加入勧奨チラ
シの見直を行うとともに、市ホームページの区案内ページの見直しや市LINEなどSNSを活用した周知方法拡大も検討しています。引き続き多様な情報発
信について研究を進め、加入促進に努めてまいります。
⑧防災資料館は、市内の小学生に防災教育の場として利用していただいているほか、市内外の学校・自治会・地域福祉団体等にも利用いただいています。
東日本大震災の記憶を風化させず、将来世代に伝えるために、引き続き、広報誌やSNSなどを通じて広報活動に努めていきます。

6,027

46

1,467

4,897

71

指標計画

イ

ア成
果
指
標

事務事業の
進捗(R4)

1,511

1,468

1 件

推進委員会からの意見（要旨）

①多職種連携相談件数について、介護を受ける前の人が相談できるよう、市内に3か所の包括支援センターが連携して、相談しやすい環境を整えている。
一方で相談件数が増えているということは元気なお年寄りが少ないという見方もできる。
②老人クラブの会員数について、若手会員の勧誘活動を実施していくとあるが、働く世代の年齢が上がっている中で、クラブに参加できる方が少なくなって
いると思うが、勧誘は何歳ぐらいを考えているのか。また、市として勧誘にどういった形で関わっていくのか。
③消防団員について、団員がかなり減少しているという現状がある。防災力という面で加入者を増やすＰＲなど力を入れてもらいたい。
④市のコミュニティバスについて、買い物などに行ったりする時に、時間が空いていたり、本数が少なくて利用しにくいと感じる。高齢者が自分で運転しなく
ても出かけたりできるように、時刻など充実してもらいたい。そうなると、例えば子ども達なども乗ってみようかなと思ってくれて、利用者も増えていく。
⑤市のコミュニティバスについて、観光や移住を考えている人が、市内を回るのに公共交通が無く困っているという話を聞く。また、デマンド交通について、
移動範囲が登録のエリア内に限られているので、今後、そのルールの見直しは考えているか。
⑥コミュニティバスについて、普段自分で運転できない方も多くいる中で、バスに乗るときに床が高く乗りづらいという声もある。これからさらに高齢化が進
んでいくので、入り口のステップが低いバスを検討してほしい。
⑦地域のコミュニティについて、消防団や老人クラブの現状もあり、自助・共助の考えが薄れて移住の妨げになっていくことも懸念される。移住者も含めて、
市民には地域で助け合って生活していくことの大事さを伝えてほしい。少子高齢化で人手が少なくなっていく中でも、自分たちの街だから、自分達の手でい
ろいろとできたらと感じている。
⑧防災資料館について、市外からの見学などもあり大変好評であると感じている。災害時の食事の作り方などいろいろ教えたり学んだりしているが、市とし
ても力を入れてほしい。

推進委員会からの意見に対する担当課の考え
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事業コード・事業名称 単位
R1決算・ R2決算・ R3決算・ R4決算・

指標実績 指標実績 指標実績 指標実績 指標計画

16,522 事務事業の
進捗(R4)

74,839 事務事業の
進捗(R4)

311,418 事務事業の
進捗(R4)

13,251 事務事業の
進捗(R4)

6 イ

2,540 イ

8 イ

事務事業の
進捗(R4)

14.0 イ

順調
一般財源 1,916 18,588 13,657 12,263 13,022

成果指標
の推移
(R3→
R4)

ア 向上

向上

7,50012

4650 デマンド交通運行事業
事業費

千円
1,916 18,588 17,257 15,663

成
果
指
標

ア 年間利用者数 人 - 4,096 5,373 6,648

イ 収支率 ％ - 8.6 11.1 13.4

順調
一般財源 52,037 47,175 43,668 50,043 48,511

成果指標
の推移
(R3→
R4)

ア 好調維持

好調維持

60,00011

4600 コミュニティバス等運行事業
事業費

千円
70,820 47,391 50,344 55,232

成
果
指
標

ア 年間利用者数 人 77,556 48,262 53,553 57,409

イ
コミュニティバス平日1便当たりの利
用者数

人 8 5 5 5

概ね順調
一般財源 192,109 171,844 262,069 150,616 311,418

成果指標
の推移
(R3→
R4)

ア 伸び悩み

向上

35010

30110①
震災復興・津波避難道路整
備事業(防災からの観点)

事業費
千円

283,374 235,547 374,329 150,616

成
果
指
標

ア 供用済延長（横根・三川線） ｍ 240 240 301 301

イ 供用済延長（椎名内・西足洗線） ｍ 620 1,230 2,070 2,500

概ね順調
一般財源 12,655 7,573 5,303 6,806 9,357

成果指標
の推移
(R3→
R4)

ア 向上

伸び悩み

1,0009

34000 防災体制強化事業
事業費

千円
16,998 9,866 11,069 12,465

成
果
指
標

ア 津波避難訓練の参加人数 人 0 0 0 846

イ
自主防災組織の補助金利用団体数
（累計）

団体 5 6 6 6

222 イ

停滞
一般財源 6,416 6,416 6,900 6,900 6,900

成果指標
の推移
(R3→
R4)

ア 伸び悩み

好調維持

8

13100
シルバー人材センター助成
事業

事業費
千円

6,416 6,416 6,900 6,900

成
果
指
標

ア
契約金額
(受託事業による収益)

千円 129,000 110,439 113,481 106,277

イ
就業者数
(実際に就業機会を獲得した人数)

人 222 220 200 201

事務事業の
進捗(R4)

停滞
一般財源 1,601 1,536 1,459 1,182 1,075

成果指標
の推移
(R3→
R4)

ア 伸び悩み

イ イ 未入力

イ

7

13000 老人クラブ活動促進事業
事業費

千円
4,716 4,386 4,190 3,705

成
果
指
標

ア 会員数 人 1,723 1,683 1,597 1,490

6

74500 生活支援体制整備事業
事業費

千円
1,478 1,804 3,900 2,017

成
果
指
標

ア 生活支援等サービスの数 個 29 30 31 30

2,786

339 415 899一般財源

成果指標
の推移
(R3→
R4)

ア 伸び悩み

イ 未入力

事務事業の
進捗(R4)

概ね順調

35

1,600

133,936

0 1

4,223

6,900

R5予算・
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